






























https://www.nichirei-logi.co.jp/news/2025/20250825.html
https://www.nichirei.co.jp/news/2024/470.html
https://www.nichirei-logi.co.jp/news/2025/20250630.html
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https://www.maff.go.jp/j/kanbo/kankyo/seisaku/being_sustainable/sa2024.html


https://www.nichirei.co.jp/news/2025/486.html
https://circle.nichirei.co.jp/feature/ogasawara/164
https://www.nichirei.co.jp/news/2026/507.html




https://www.nichireifoods.co.jp/corporate/sustainability/recycle/
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https://www.nichirei.co.jp/sustainability/social/supplychain/marine_products_guideline.html


https://www.nichireifoods.co.jp/sozai/inochinomori/
https://circle.nichirei.co.jp/series/ninin-sankyaku/10


https://www.nichireifoods.co.jp/sozai/shiryomai/
https://www.nichireifoods.co.jp/news/2024/info_id40509/


人権

人権に関する取り組みの基本方針
　ニチレイグループは、研究開発、調達から、商品・サービスの提供に至るまでの事業活動が、潜在的あるいは実際に人権への影響を及ぼす可能性があることを理解し、「ビジネスと人権に関する国

連指導原則」に従って、当社の事業活動に関係する人権への負の影響を特定、予防、軽減するためにデューデリジェンスを実施しています。「責任ある企業行動のためのOECDデュー・ディリジェンス・

ガイダンス」を参考に、当社事業やサプライチェーンおよびその他のビジネス上の関係に関連する負の影響を回避し、それらに対処するための活動を進めています。

グループ重要事項（マテリアリティ）で掲げた2030年の「持続可能な食の調達と循環型社会の実現」に向け、
人権や環境に配慮したサプライチェーンの構築と人権デューデリジェンスをリスク度の優先順位を決め、計画的に実行します

人権に関する取り組みの基本方針
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https://www.nichirei.co.jp/corpo/management/humanrightspolicy.html
https://www.nichirei.co.jp/sustainability/social/supplychain/supply.html
https://www.nichirei.co.jp/sustainability/social/supplychain/regulation.html
https://www.nichirei.co.jp/sustainability/social/supplychain/guideline.html




https://nichirei.disclosure.site/ja/themes/179
https://www.nichirei.co.jp/ir/library/integrated.html


https://www.nichirei.co.jp/inquire
https://seafoodlegacy.com/0714_JRSR
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ニチレイ
サステナビリティレポート サステナビリティマネジメント 環境 サプライチェーン 事業を通じた社会課題の解決 データ集

　持続可能な資源調達を維持しながら環境負荷を低減するための変革が畜産業界に求められてい

ます。特に、牛をはじめとした反すう動物は、飼料を消化する際にCO2の28倍もの温室効果がある

メタンガスを産生し、げっぷとして大気中に放出するため、その削減は世界的に喫緊の課題となって

います。また、排せつ物に由来する窒素やリン、アンモニアは周辺水域の富栄養化や土壌酸性化の

原因となっており、重要課題と認識されています。

　ニチレイフーズでは、メタンガスの発生を抑制させる効果が期待される亜麻仁由来の脂肪酸カル

シウムに着目し、環境課題を解決する牛肉の開発を目指して、2009年から産官学連携での研究を

行ってきました。長年にわたる研究を通じ、亜麻仁飼料を与えて育てた「亜麻仁の恵み」アマニ牛・

アマニ母牛（以後「アマニ牛」「アマニ母牛」と記載）は環境課題だけではなく、畜産生産者が直面

している労働負担や収益性などの社会課題についても貢献できることが見えてきています。今回、 「ア

マニ牛」「アマニ母牛」の事業活動により創出される環境や生産者に対する社会的価値のインパクト

を可視化（金額換算）しました。

　「亜麻」の種子を指し、亜麻仁には人間の体内でつくることができないα-リノレン
酸（オメガ3系脂肪酸の一つ）が豊富に含まれます。当社では、牛が摂取しやすいよう
液状の亜麻仁油とカルシウム塩を反応させ、粉末状の飼料に加工しています。

社会課題
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日本の畜産業が抱える課題：GHG排出量増大、労働力不足、経営環境

　亜麻仁飼料により環境課題の解決を目指した牛肉の研究・開発を続ける中で、当初の目的であっ

たメタンガスの排出抑制効果だけではなく、排せつ物の環境負荷物質の排出量が抑制されることか

ら水質汚染や土壌汚染を抑える効果が明らかになっています。

　また、亜麻仁飼料で肥育することにより牛肉の肉質が向上し、生産者の利益増加やアニマルウェ

ルフェアへの観点からも事業継続を志向する一助にもなっています。

　“「亜麻仁の恵み」をお肉から”というコンセプトのもと、亜麻仁飼料の販売から、「アマニ牛」「ア

マニ母牛」の生産・販売までを当社がつなぎ、生産農家やパートナー企業とともにバリューチェーン

全体でwin-win-winを実現する唯一無二のビジネスモデルを構築しています。

飼料から食卓までをつなぐ「アマニ牛」「アマニ母牛」：
バリューチェーン全体で実現する価値共感型ソリューションビジネス

解決に向けた取り組み

飼料製造 飼料購入／販売 牛肉生産

農家・企業パートナー企業 プロセスセンター、
小売店・外食など

牛肉購入／加工 流通・販売

バリューチェーン一例
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「亜麻仁の恵み」
アマニ牛・アマニ母牛

「アマニ牛」
「アマニ母牛」は
全国の指定農場で
生産されています。

ニチレイフーズ　環境と健康に配慮した持続可能な食材

「亜麻仁の恵み」 アマニ牛・アマニ母牛の社会的インパクト評価

亜麻仁飼料 売上推移

亜麻仁とは

＊2016年度を100としたときの相対値

粉末状の亜麻仁飼料

2026年ニチレイフーズ未来価値BOOK 
https://www.nichireifoods.co.jp/sozai/kodawaribook/?pNo=1

統合レポート2025　事業を通じた社会課題の解決　「亜麻仁の恵み牛」 
https://www.nichirei.co.jp/sites/default/files/inline-images/ir/integrated/pdf/ngir2025_all.pdf#page=56

統合レポート2025　事業を通じた社会課題の解決　「SULS」（サルス）の社会的インパクト評価 
https://www.nichirei.co.jp/sites/default/files/inline-images/ir/integrated/pdf/ngir2025_all.pdf#page=53

ニチレイグループ サステナビリティレポート 2026 036

https://www.nichireifoods.co.jp/sozai/kodawaribook/?pNo=1
https://www.nichirei.co.jp/sites/default/files/inline-images/ir/integrated/pdf/ngir2025_all.pdf#page=56










https://nichirei.disclosure.site/ja/themes/178






https://nichirei.disclosure.site/ja/themes/146
https://www.nichirei.co.jp/news/2026/510.html
https://www.nichirei-logi.co.jp/news/2026/20260522.html
https://www.nichireifoods.co.jp/news/2026/info_id999542/
https://www.nichirei-logi.co.jp/news/2025/20250918.html
https://www.nichireifoods.co.jp/news/2025/info_id999543/




https://www.ungcjn.org
https://www.theconsumergoodsforum.com
https://www.rspo.org
https://rspo.org/members/7750
https://tnfd.global/engage/tnfd-forum
https://gx-future-consortium.go.jp
https://japanclimate.org
https://crt-japan.jp
https://cloma.net


https://nichirei.disclosure.site/ja/themes/144


コミュニケーションの全体像 編集後記

　本レポートは、ニチレイグループにおけるサステナビリティへの取り組みについ

て、より深くご理解いただくことを目的として発行しました。経営マテリアリティに

位置づける「持続可能な食の調達と循環型社会の実現」および「気候変動への取

り組み」を中心に、当社のサステナビリティ基本方針や考え方、目標、推進体制、

具体的な施策をご紹介しています。統合レポートを補完する位置づけの媒体とし

て、株主・投資家・お取引先をはじめとする幅広いステークホルダーの皆様との対

話に役立てていただきたいと考えています。

　昨年、当社は創立80周年を迎えました。サステナビリティ基本方針「ニチレイ

の約束」のもと、持株会社と事業会社の関連部門および推進機関が緊密に連携し、

グループシナジーを通じた社会課題の解決や持続可能なサプライチェーンの構築に取り組んでいます。これら

の取り組みがさらなる企業成長につながると認識し、グループ全体で一体となって推進しています。

　本レポートは今回が初めての発行となります。今後も皆様との対話を大切にしながら、サステナビリティへの

取り組みを深化させてまいります。ステークホルダーの皆様からの忌憚のないご意見・ご要望をお待ちします。

2026

INTEGRATED 
REPORT
ニチレイグループ 統合レポート

ウェブサイト
統合レポート

将来に向けた情報

＊経営マテリアリティ
（持続可能な食の調達と循環型社会の実現・
気候変動への取り組み）

財
務
情
報
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務
情
報

現在までの情報

サステナビリティレポート＊
投資家向けESGサイト

ウェブメディア
「Circle」

コーポレート
ガバナンス
報告書

有価証券報告書

決算短信

決算説明会
資料

関連コンテンツ

対象組織

対象期間

発行

株式会社ニチレイおよび国内外の連結（2026年3月31日現在）

2025年4月1日～2026年3月31日（一部、対象期間外の情報も含みます）
※金額および比率は四捨五入して表示しています。※当社の商標や登録商標については™トレードマークや®レジスターマークを割愛し、
原則「」をつけて表記しています。※会計年度の表示は4月1日に開始し翌年3月31日に終了した年度になります。

2026年8月

株式会社ニチレイ　戦略本部　
サステナビリティ戦略部長

佐藤 真理

ニチレイグループ サステナビリティ推進部門メンバー

ニチレイウェブサイト 
https://www.nichirei.co.jp

IR・投資家情報ウェブサイト 
https://www.nichirei.co.jp/ir

投資家向けESGサイト 
https://nichirei.disclosure.site/ja

ニチレイグループ サステナビリティレポート 2026 048
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